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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第2回法人研修について

日時：平成26年7月1日（火）・2日（水）

演題：「感染症とその予防策～医療従事者が知っておくべき感染症とその予防策～」

場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール　　講師：佐藤　志穂ＳＧＭ

　各自出席表への記入を行うこと。

＜青明舎利用者様情報＞

・古舘　ヨリ様　～7/1（火）10：00から引っ越し予定で、青明舎で立ち会う予定としている。

・高柳　和子　様～近況を伺うと、日曜日（6/22日）の夕方に気分が落ち込み、頭が痛くなったとのこと。就寝薬を飲んだ後に症状が悪くなったため、1時間待ってから頓服（リスパダール）を服用し、「眠ったら良くなった」と話している。体調について伺うと、「最近は良く眠れているし、食事も摂れています。」と話している。青明舎の行事に参加し、「ジャスコに行きたかった」と話すため、行事の日程について説明している。バスの乗り方等を熱心に聞かれるが、帰宅時間が遅いとのことで、「やっぱり参加しません」と話す。欲しい洋服がありスタッフに選んで欲しかった、イオン下田で買い物したかったと話している。外出が長時間だと体調が悪くなるかもしれない不安があるとのこと。買い物が慣れている場所はラピアと話すため、不安があるなら慣れた場所で買い物する方が良いことを伝えている。また、青明舎で買い物同行できることを伝えている。

・清水　秋男　様～体調は大丈夫と話しており、腰や肩は痛むが、それほどでもないとのことで、整形外科は受診していないとのこと。必要であれば受診するよう伝えている。暑さには弱いとのことで、食欲も低下してしまうとのこと。そうめんが大好物であり、夏は良く摂るとのことだが、偏食傾向にならないように野菜なども取り入れてバランスよく摂取できれば良いことを伝えている。終始、穏やかにスタッフと会話をしており、生活面で困っていることや相談したいこと等はないと話されている。

・青木　紀子　様～部屋の所々にマンガ本やＣＤプレイヤーなどの荷物を置いている。掃除は、週1回の掃除機くらいで、整理整頓はあまり出来ていないとのこと。生活で困っていることがあるか確認すると①喫煙がやめられない（１日７本喫煙している）②コーラの飲み過ぎと話す。①について、禁煙外来の医師や当院の担当医にも相談しており、担当医より喫煙をしている方の老化が早くなっているという証拠の写真をもらい、今後、写真をみて喫煙の思いをとどめるよう言われたとのこと。禁煙出来そうか本人へ尋ねると「難しいけど、頑張ってみます」と返答あり。②についてコーラは、1日3リットル弱摂取しているとのこと。血液検査で異常はなく、最近は多飲水で嘔吐するということもないというため、禁煙でタバコを我慢するのであれば、ストレスを溜めないためにも、当面は、現在の摂取量でも問題ないと思えることを伝える。

・我満　奈津紀様～部屋の床にはいたる所に物が置いてあり煩雑な印象を受ける。検査のことなどを考えると気分の落ち込みがあり、整理整頓しようとする気持ちがなくなると話す。最近、1人で居ると今までの悪い出来事など思いだし、気分が落ち込み、急に泣く時もあるという。泣くことでスッキリ出来るなら、泣きたい時は我慢せず泣くよう伝える。また、今までも気持ちが落ち込んでも立て直すことが出来ていたことを振り返り、急に気持ちを立て直そうとすると焦り、余計に不安になる可能性があるため、無理に早く気持ちを立て直そうと焦らないよう伝える。デイケアについて「この前、気分がのらなかったが、デイケアに行った。スタッフと話すことで少し気持ちが楽になり、落ち込みが軽減した」と話すため、今後も行ける範囲でデイケアを利用するよう伝えている。金銭面について確認すると、生活福祉課より娘の通学時のバス代が支給になったため少し生活が楽になったという。どうにかやりくりすることが出来ていると笑顔で話している。

・大久保　恒夫様～室内はカーテンが閉まっており、開けないのか尋ねると「雨が降りそうだし、雷が鳴るかもしれないから閉めてた」とのこと。最近は、なるべく歩くようにして筋力低下を予防しているとのこと。来週の日曜日（7/6）に友人（鈴木茂子様）と街中のホテルで昼食を食べる（奢る）約束をしているとのこと。金銭面では、範囲内でやり繰りはできていると話す。また、律子様がコンタクトレンズの購入を考えているため、やめる様妻様へ話されている。購入となると、それなりの金額を要することを伝え、緊急の必要性がないのであれば、無理に買う必要はないこと伝えている。

・大久保　律子様～体調については良好とのことで、スタッフとの会話時も終始穏やかな表情を見せている。最近、夫（恒夫様）が筋力低下防止の為に近隣のよこまちストアまで歩いているが、自分は疲れるため行っていないと笑って話されている。現在、眼鏡を使用しているが、コンタクトレンズにしようと思っているとのこと。理由については、「わかんない．．．んー、すぐ曇るし、ヤニがたまるんだよね」と話されている。コンタクトレンズに切り替えるという事は、それなりにお金もかかり、眼のケアもしていかなければならない事を説明している。今すぐに必要なものでなければ、もう少し様子を見てからでも良いと思われること伝えると「じゃ、やめます。」と話す。すると「眼鏡新しいの買って」と笑って話されている。

・松永　勘五郎様～グループホーム世話人にデイケアを辞める事を伝えてきたと話している。理由などは話していない。

＜利用者様情報＞

・小坂　君子　様～本人より電話で相談がある。先週土曜日頃より睡眠時間が減っているとのことで､状況を確認。受診日である水曜日に相談するとのことで､それまでに不調が続くようであれば､再度連絡をいただきたいことを伝える。また､上記により水曜日の利用は休みたいと話しており､水曜日に状況を確認したい為､再度連絡をいただきたいことを伝え､了解されている。

・北村　奈美　様～本人より電話で相談がある。先週のトラブルについて､寺沢様へ謝罪のメールをした際､勘違いして｢私は全然､中村さん（寺沢様の交際相手）は好きじゃないから｣等と付け加えてしまったところ､寺沢様が怒っていると青木様から連絡があったとのこと。言動について振り返り､付け加えた内容は不要だったのではないかと説明すると､｢そうかも｣と納得している。｢寺沢さんとはもう付き合いたくない｣と決めているものの､どうしたら良いか分からないとのことで､対応について助言。どうするか再度考えた上で､連絡をいただくこととした。

・寺沢　彩　様　～北村様とのトラブルについて確認。｢こんなメールが来たんですよ｣と､職員へメール画面を見せており､内容については北村様が話していたものと同様であった。本人の訴えを傾聴し､北村様とどう付き合っていくかは自身で決めるべきだが､相手から再度謝罪のメールが来た際は､話だけでも聞いてみてはどうかと伝えると､納得している。また、本日より､就労継続支援A型｢アイデント八戸｣の体験利用を実施。｢緊張する､不安だ｣と訴え､施設に行く前にデイケアへ来所して職員へ相談している。体験利用実施後､再度デイケアに来所し､様子を確認。一日の流れや職員から助言されたことをノートにメモしており､｢すごく楽しかった｣｢私に合っている｣等と笑顔で話している。今週1週間は体験利用を実施することにしたとのこと。

・森　美智男　様～先週月･火曜日に妻とともに長野県へ行き､会社にて退職手続きを実施してきたとのことで､確認。H26.7.20付で退職手続きを実施しており､笑顔ではあるものの､少し寂しそうな表情をしている。長年頑張ってきた職場であることを傾聴し､次のところでも頑張りましょうと伝えると､｢うん｣と笑顔になっている。障害福祉サービスの手続きをいつから始められるか､南部町役場へ確認することを伝えると､了解している。

・山田　健次　様～6月中旬よりデイサービス「玲瓏クラブ」（月・水・金曜日）、訪問看護ステーション「五福」（木曜日）、訪問介護ステーション「五福」（火曜日）の利用を開始。デイサービス利用当初は、午後になると帰宅したいと話していたものの、徐々に環境に慣れ、現在では楽しんで過ごすことが出来るようになった。訪問系サービスを導入することで、生活状況も改善してきており、兄も「負担が減った」と話している。介護保険サービスへの移行が行われたことから、本人・兄・主治医・他関係機関へ相談し、本日でデイケアの利用を終了となっている。

・小笠原　富治様～慢性中毒疹の痒みが良くなってきており、薬を塗っていないとの事。完治するまでしっかりと塗るように促がしている。

・高島　吉太郎様～青風荘にて便失禁があったとの情報あり。その時本人は気付いておらず、スタッフが気付いて対応したとのこと。本日は表情良く過ごしており、便失禁は見られていない。

・松永　勘五郎様～土曜日の外来受診にて今後のナイトケア利用を相談して決めるようにと担当医から言われたとの事。今後関係部署でケア会議を行っていく予定。

＜事例検討＞

・繁名　和恵様（50）利用日：月～金曜日　利用年月日：7年2ヶ月

検討内容目標、計画の見直し

長期目標再発せず、地域生活を続ける。（青山荘→H26.4.1～グループホームあおぞら入所）

中期目標①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③家事動作能力の維持。

短期目標①不調を感じた際に自己対処が出来る。

②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。

③炊事・洗濯・掃除を行える。

実施計画①-1　不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるよう促す。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行い対応するよう促す。）

①-2　水分を摂りすぎ不調に至らぬよう、水分摂取状況を確認する。一日2～3ℓ以内で留めるよう促す。
②些細な不調や私用を理由にデイケアを欠席希望する事が多い為、状況を確認した上で来所可能な様子の場合には来所を促す。

③負担とならない程度の取り組み方法や頻度を確認し、出来ている事は評価する。

現在の状況

・幻聴、妄想様の発言や、不調の訴えは変わらず聞かれており、デイケアを遅刻や欠席する事が多い。ミーティング時に突然笑い出す事や、他者と交流している際に関係のない場面で噴出す事など、幻聴に影響された行動は目立っている。

・6月上旬には、妄想から他者とのトラブルあり。スタッフが間に入り話をする事で解決することは出来ているが、繰り返し見られている。トラブルの相手は、女性や若い人が多い傾向にある。

・グループホーム入居者とは上手く生活している様子で、本人への不満は聞かれていない。

・来所しても臥床傾向であり、活動性が低下している。

　利用率：4月86%　欠席3日　　5月50%　欠席11日　　6月67%　欠席7日

・6/9、肛門から出血があるとのことで、肛門科を受診している。

・以前、青山荘にて食事を食べると具合が悪くなると訴えがあったが、現在平日の夕食は青山荘で食べるようにしている。

・最近化粧をしている事があり、理由としては具合の悪い顔をみたくないからと話す。

・仕事に関しては、やりたいと思う事はあるが、精神年齢が低いから無理だとのことで、病気が良くなってからなら出来るかもと話している。

検討結果

・実施計画の①-1と②が同じような内容であるため、明確に分けるか1つの計画にするか変更していく。

・最近トラブルが多くなってきている為、トラブルに関する目標を検討し導入していく。

＜外来情報＞

・種本　サハ様～採血の結果、血糖値254mg/dl、HbA1c7.0％。食事を4食摂っているとのこと。このままだと糖尿病薬を使用することになるため、食事には気をつけるように説明している。

・巴　勇樹　様～退院後初外来。次回外来受診までに間に合うように、処方を行っている。本人、やや活気のなさが窺える。煙草は決められた本数で間に合わせるように説明している。

